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１．河川の総合的な保全と利用に関する基本方針 

（1）流域及び河川の概要 

坂元川は、幹線流路延長 6.56km、流域面積 20.74km2の二級河川である。その源は、宮城

県と福島県の県境に位置する地蔵
じ ぞ う

森
もり

（標高 348m）に発し、流域を北東に流下しつつ幾つか

の沢を集め、下流部で戸花川を合わせた後、太平洋に注いでいる。 

その流域は、宮城県沿岸南部に位置する山元町
やまもとちょう

と、一部、福島県の新地町
しんちまち

に属し、土地

利用は山地・その他が約 60％、水田・畑地等の農地が約 30％、宅地等の市街地が約 10％

を占めている。流域内には、仙台圏と福島県沿岸の主要都市、ならびに首都圏を結ぶ国道

6号が圏域を縦貫しており、常磐自動車道が平成 26 年 12 月に供用開始されている。ＪＲ

常磐線については、内陸移転したルートで復旧され、新たに駅が設置される予定である。

さらに、「山元町復興計画」に基づき、災害に強いまちづくりを目指し、新駅を中心に、将

来に向けた都市機能を整備し、拠点づくりを念頭に置いた土地利用を図ることとされてい

る。 

また、坂元川の河口部は仙台湾海浜県自然環境保全地域に指定されており、豊かな自然

環境が残されている。 

このように坂元川流域は、宮城県沿岸部南部における基盤をなすと共に、豊かな自然環

境を呈しており、本水系の治水、利水、環境対策の意義は極めて大きい。 

 

本町は、宮城県の最東南端に位置し、東は直線的な砂浜海岸となって仙台湾に面し、西

は阿武隈山地の北端をなす丘陵地帯が南北に連互して角田市
か く だ し

に接し、南は福島県と境をな

し、北は亘理町
わたりちょう

と続いている。丘陵は、標高 200ｍ～300ｍの山地で、北部は狭く南部が広

くなっており、山麓部は傾斜をなして東部の平坦地へ伸び、山地と海岸の間に南から北に

耕地が広々と展開している。 

 

坂元川上流端に位置する地蔵森は、北流する阿武隈川右岸に平行して縦走する割山隆起

帯に属する。この隆起帯は双葉破砕帯の活動に伴って中新世以降に隆起した構造性の山地

である。双葉・畑川両破砕帯の間（阿武隈東縁構造体）の花崗岩体中に捕獲岩様の片状ホ

ルンフェルスが点在し、丸岡変成岩と呼ばれる。坂元川の流域が広がる割山隆起帯の太平

洋側では仙台層群相当（久保間層・山下層）の泥や砂が広く堆積し、第四紀の隆起を経て

丘陵化し、段丘堆積物の基盤をなしている。さらに、海岸沿いには浜堤堆積物や自然堤防

堆積物などの沖積層が発達している。 

 

坂元川流域の気候は、海流の影響により冬は比較的温暖であるが、夏はやませの影響に

より冷涼であるのが特徴として挙げられる。年間の平均気温は 12.5℃、年間降水量は

1,260mm 程度であり、仙台市と同様の気候を呈する。 
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上流部は、丘陵地、山間地を流下している。周辺は、標高差を利用した水田耕作地や畑

作地が広がる里山環境を保持している。河床勾配は 1/50～1/150程度と変化に富んだ流れ

を呈しており、礫河床に早瀬、平瀬が交互に出現する。魚類等の良好な生息環境が形成さ

れているが、取水堰が多数設置され、サケ、アユ、ヨシノボリなど、回遊性魚類の移動へ

の障害となっている。宮城県 RDB（準絶滅危惧種(NT))に指定されたホトケドジョウの生息

が確認されている。 

中流部の河床勾配は 1/200～1/300 程度と早瀬、平瀬、淵が交互に存在している。河床は

概ね礫河床である。当区間には山元町の中心市街地が含まれ、概ね区間上流側が宅地、区

間下流側は水田耕作地に分かれている。瀬と淵の連続性が保たれており、魚類等にとって

良好な生息環境となっているが、取水堰が設置され、落差や湛水区間が存在する。 

下流・河口部の湛水区間であり、河床勾配は緩やかで、瀬・淵は明瞭でない。流域には、

水田耕作地の中に集落等が点在していたが、東日本大震災後は住居移転や耕作放棄地が広

がっている。災害復旧事業として坂元川水門の撤去、及び津波堤防の整備が進んでおり、

汽水域が上流まで延伸するとともに、堤内側から河川水面や対岸への景観は遮られること

になる。湛水区域には、ヨシ、ツルヨシ等が生息する水際植生や湿地が形成されており、

カモ類やサギ類の休息場や採餌場として利用されている。河口部の砂地にはハマエンドウ、

ハマニンニクなどの砂丘植物が確認されている。 

 

坂元川では台風や梅雨前線による豪雨により度重なる水害が生じている。主要な洪水と

しては、昭和 33 年 9 月洪水、平成 2年 10 月、戸花川では昭和 57年 9 月等がある。 

平成 23 年 3 月の東北地方太平洋沖地震では津波等により甚大な被害が発生した。また、

地震に伴う地殻変動により、広域的な地盤沈下が発生するとともに、地震の揺れ、沈下等

も多数発生した。そのため、地域づくり等と整合を図りながら堤防の整備等を行うことが

急務となっている。 

  

坂元川・戸花川では、昭和 47 年より中小河川改修事業が進められ、坂元川では常磐線橋

梁付近（0.8ｋ）から第 3号橋（1.6ｋ）にかけて河道のショートカットを実施している。 

平成 23 年に発生した、東日本大震災に伴う津波により、坂元川・戸花川周辺の沿岸部一体

は壊滅的な被害を受け、災害復旧工事が進められている。被害の大きかった坂元川水門は

撤去され、バック堤方式による災害復旧事業が実施されている。 

 

 坂元川流域は環境基準類型の指定はなされていない。しかし山元町では、良好なかんが

い用水の確保を目的とし、環境省の定める環境基準（D類型：農業用水）に基づいて年 2

回の水質観測が実施されている。平成 19 年から平成 25 年の水質調査の平均値は、坂元川

が BOD1.5mg/l、戸花川が 2.2mg/l であり、概ね環境基準 B 類型程度の良好な水質である。 

 

 坂元川の水利用状況は、沿川の水田 44.4haに最大 0.148m3/sのかんがい用水を供給して

いる。河川利用については、坂元川中流部では河川に住宅が近接しているため、地域住民

が自然を求めて日常的に河川と親しんでおり、水遊びや散策等に利用されている。 
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（2）河川の総合的な保全と利用に関する基本方針 

坂元川水系は、山元町の中心部を貫流していることを踏まえ、洪水氾濫等による災害か

ら貴重な生命、財産を守り、地域住民が安心して暮らせる「治水」、かんがい用水を安定的

に供給する「利水」、豊かな自然環境を守り、潤いある水辺空間を保全し創造する「環境」

に配慮し、バランスのとれた河川整備を進めるため、関係機関や住民と共通の認識を持ち、

連携を強化しながら治水・利水・環境にかかわる施策を総合的に展開する。 

このような考え方をもとに、河川整備の現状、森林・農地等の流域の状況、水害発生の

状況、海岸の状況、河川利用の現状、河川環境の保全を考慮し、関連事業及び既存の水利

施設等の機能維持に十分配慮し、水源から河口までの一貫した基本方針のもとに、段階的

な整備を進めるにあたっての目標を明確にして河川の総合的な保全と利用を図る。 

 

健全な水循環系の構築を図るため、流域の水利用の合理化、水質対策等について、農業

などの関係機関や地域住民と連携しながら、流域一体となって取り組む。 

 

河川の維持管理に関しては、災害発生の防止、河川の適正な利用、流水の正常な機能及

び河川環境の整備と保全に配慮しながら、必要に応じて堆積土砂の撤去や除草など適切な

処置を講じる。また、河川に関する情報を流域住民に幅広く提供することにより、流域住

民が河川をより身近に感じ、河川愛護などにも積極的に参加するような住民参加による河

川の維持管理や河川整備の協働作業を推進する。 
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ア 洪水・高潮等による災害の発生の防止又は軽減 

災害の発生の防止又は軽減に関しては、坂元川中流部の右岸に整備されるＪＲ常磐線

新駅や新市街地への人口・資産の集積が想定されると共に、宮城県と福島県の交通の要

所であること等から、沿川地域を洪水から防御するため、堤防の引堤や河道掘削による

河積の拡大、護岸などの施工により、計画規模洪水を安全に流下させる。 

また、河川津波対策に当たっては、発生頻度は極めて低いものの、発生すれば甚大な

被害をもたらす計画津波水位に相当する「最大クラスの津波」は施設対応を超過する事

象として、住民等の生命を守ることを最優先とし、津波防災地域づくり等と一体となっ

て減災を目指すとともに、最大クラスの津波に比べて発生頻度は高く、津波高は低いも

のの、大きな被害をもたらす「施設計画上の津波」に対しては、津波による災害から人

命や財産等を守るため、海岸における防御と一体となって河川堤防等により津波災害を

防御するものとする。 

整備途上段階あるいは計画規模を上回る洪水や津波に対しては、避難による人命の保

護を最優先に情報伝達体制の整備及びハザードマップの作成や、水防体制整備の支援な

どソフト面の充実に努めるとともに、土地利用や避難施設の整備などの多重防災まちづ

くり等により、被害の最小化を目指す。 

堤防等の河川管理施設の機能を確保するため、平常時及び洪水時におけるきめ細やか

な巡視、点検により河川管理施設及び河道の状況など的確に把握し、維持補修、機能更

新等を計画的に行うことにより、常に良好な状態を保持する。 

 

イ 河川の適正な利用及び流水の正常な機能の維持 

 河川の適正な利用及び流水の正常な機能の維持に関しては、これまで甚大な渇水被害

はないが、道合地点の流況の把握に加え、今後とも関係機関と連携して水利用の合理化

を促進するなど、農業用水の安定供給に配慮しながら流水の正常な機能を維持するため

に必要な流量の確保に努める。また、渇水等の発生時における被害を最小限に軽減する

ため、適切な利水の調整に向けて情報の共有化を図るとともに、節水等の啓発活動を推

進するなど、関係機関との連携をより強化していく。 

 

ウ 河川環境の整備と保全 

 河川環境の整備と保全に関しては、坂元川の流れが生み出す豊かな水辺環境を次代に

引き継いでいくため、流域住民や関係機関と連携して、その河川環境の整備と保全に努

める。 

河川の整備にあたっては、動植物の重要な生息・生育・繁殖環境となっている現在の

みお筋や瀬・淵、河畔林等を極力保全し、治水との調和に努める。掘削などを行う場合

にあっても、その位置を極力変更せず、河川が有している自然の復元力により、坂元川

が本来有する良好な環境に復元できるよう配慮する。 

また、河口部河川環境については、新たに出現した湿地や、特定植物群落などのモニ

タリング調査を行いつつ、必要に応じて保全措置等に努める。 

景観の維持については、現在有している良好な河川景観の保全を図るとともに、新市

街地の都市景観や田園景観と調和した水辺景観の維持等に努める。 
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水質については、河川の利用状況、動植物の生息・生育環境であることを考慮し関連

事業や関係機関、地域住民との連携を図りながら維持・改善に努める。 

 

河川の維持管理に関しては、災害の発生の防止、安定的な水利用の維持、良好な水質

の維持、河川環境の整備と保全の観点から、河川の有する多面的機能を十分に発揮させ

るため、適切な維持管理を行う。 

また、流域住民との関係をより密にし、河川愛護意識の高揚を図り、住民参加による

河川管理を実行するとともに、地域の人々にとって川が引き続き美しく、親しみやすい

空間であるために、地域の人々と協力して河川美化活動等に努める。 
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２．河川整備の基本となるべき事項 

（1）基本高水流量並びに河道及び洪水調節施設への配分に関する事項 

基本高水は、流域の規模、社会、経済的重要性並びに地域バランスを考慮して検討し

た結果、そのピーク流量を基準点後藤
ご と う

淵
ふち

において 200m3/s とし、この全量を河道で対応

する。 

基本高水のピーク流量等の一覧表 

河川名 基準地点 

基本高水の 

ピーク流量 

（m3/s） 

洪水調節施設に

よる調節流量 

（m3/s） 

河道への 

配分流量 

（m3/s） 

坂元川 後藤淵 ２００ － ２００ 

 

（2）主要な地点における計画高水流量に関する事項 

基本高水流量は、後藤淵地点において 200m3/sとする。 

 

 

 

後藤淵

■

200m3/s

単位：m3/s

■：計画基準点

太
平
洋
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（3）主要な地点における計画高水位及び計画横断形に係る川幅に関する事項 

本水系の主要な地点における計画高水位及び河道断面形に係る概ねの川幅は、次表に

示すとおりとする。 

 

主要地点における計画高水位及び川幅一覧表 

河川名 地点名 
河口からの 

距離（㎞） 

計画高水位 

T.P（ｍ）注 1） 

川幅 

（ｍ） 

坂元川 後藤淵 ０．１ 
１．１８ 

６．２０注２） 
６５ 

注１）T.P(m)：東京湾中等潮位 

注 2）計画津波水位       

 

（4）主要な地点における流水の正常な機能を維持するため必要な流量に関する事項 

坂元川水系における流水の正常な機能を維持するための流量は、今後、当該河川での

流況資料の蓄積を行うと共に、引き続き河川環境の実態等の資料蓄積に努め、動植物の

生息地または生育地の状況、景観流水の清潔の保持等に配慮しつつ設定するものとする。 
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（参考図） 

 

 ○坂元川圏域水系図 

■ 

後藤淵 

凡 例 

坂元川圏域流域界 

基準地点（後藤淵） 


